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非常に高い平衡温度(1100-1250C)を記録している島根県野山岳産超マフィック岩捕獲岩の岩石化学的研究を

行った．特に単斜輝石中の微量元素濃度を，laser ablation microprobe (LAM)-ICPMS で測定した結果，以下の事
が明らかになった． 
(1) 主要元素及びモード組成でメルト成分に枯渇したものほど，インコンパティブル元素に富むﾓ REE パラドッ

クスﾓが見られﾓ知らせざる交代作用ﾓを示唆している． 
(2) 微量元素の特徴から，交代作用起源物質は物質は，シリケイトメルト又は流体（集積岩形成に関与），そし

てごく僅かなカーボナタイト・メルト又は流体の２種類が考えられる． 
 
 
大陸地域や海洋地域と比較すると，島弧のマントル捕獲岩産地は極めて希である．野山岳（島根県）は，超マ

フィック岩を包有するアルカリ玄武岩の単成火山であり，一部にはネフェリン・ベイサナイト（約 2m 厚）も噴出
している． 
 野山岳超マフィック捕獲岩は，主に溶け残りかんらん岩系列（lherzolite～harzburgite）と続く集積岩系列

（dunite, pyroxeninte など）である（Hirai 1987）．また，極めて高い平衡温度を記録している（1100-1250C）． 
 かんらん岩はやや粗粒（粒径約 2 mm）で，

プロトグラニュラーからポーフィロクラスティック組織を示す．かんらん石は著しく変形し，波状消光を示す．輝
石類は極めて丸みを帯びた形を呈する． 
 かんらん石は Fo87.0-91.6（かんらん岩）と Fo83.9-87.2（集積岩）である．スピネルの Cr#[= Cr/(Cr+Al)

原子比]は，0.11-0.70 と大きく変化する．斜方輝石中の Al2O3 は，最高 6.7wt%と非常に高い．単斜輝石中の CaO
は 17.0～19.2wt%と極めて低い．また単斜輝石中の Na2O は最高 1.5wt%で，日本列島の他の産地からのマントル捕
獲岩中の単斜輝石に比べて高い． 
 単斜輝石中の微量元素濃度を，GEMOC（Macquarie University）の LAM-ICPMS を用いて測定した．REE パター

ンは次の３つのタイプに分けられる．(1) 軽希土類元素(LREE)枯渇左下がり，(2) LREE に富む左上がり，(3) 重
希土類元素（HREE）に枯渇し，LREE に富んだ左上がりパターン． 
 LREE/HREE比[(Ce/Yb)N=0.4-9.6；N=コンドライト規格化]及びTi/Eu比(2280-6400)は大きく変化するが，Ti/Zr

比は変化に乏しい（41-245）．  
 野山岳のかんらん岩捕獲岩は，主要元素及び鉱物モード組成ではメルト成分に枯渇した物ほど LREE や LILE

に富むという矛盾した傾向がある（REE パラドックス；Frey and Green 1974; McDonough and Frey 1989; O ﾕ Reilly 
et al. 1991）．これらのサンプルには交代作用鉱物（含水鉱物など）は形成されていないが，いわゆる「Cryptic
（知られざる）交代作用（Dowson, 1984）」を受けていると考えられる． 
 Coltorti et al.(1999)が提唱した(La/Yb)N 比対 Ti/Hf 比図を使って交代作用物質を分類する方法で野山岳の

交代作用物質を見積もると，次の２つに分類される． 
(1) シリケイトメルト，又はシリケイトと H2O 主体の流体．これは集積岩形成に関与していると思われる． 
(2) ごく僅かにカーボナタイトメルト，又は CO2 主体の流体 
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